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複写複製および転載複製について
　公益社団法人日本水環境学会では複写複製および転載複製に係る著作権を一般社団法人学術著作権協会に委託しています。著作権利用の際
には予め日本水環境学会事務局に直接申請の上，学会からの利用許諾を受けていただくようお願い致します。当学会が商用利用と判断した場
合には，学術著作権協会（https://www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムもしくは転載許諾システムを通じて利用許諾の申
請をしていただきます。
	 ご連絡先：公益社団法人日本水環境学会　E-mail：info@jswe.or.jp
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水環境学会誌について
　水環境学会誌は，公益社団法人日本水環境学会が発行する，水環境関連分野のさまざまな課題を扱う学術専門
誌であり，特集企画編，および，原著論文編から成る。特集企画編は，特集企画編集部会の企画した水環境に関
連する特集であり，当該分野の専門家により執筆された依頼原稿を掲載する（本冊子）。原著論文編は，本学会
誌に投稿されてきた水環境に関連する原稿のうち，原著論文編集部会による所定の査読を経て審査に合格した研
究論文，技術論文，調査論文等を掲載する。原著論文編は電子ジャーナルとし，国立研究開発法人科学技術振興
機構（JST）が構築した「科学技術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE：http://www.jstage.jst.go.jp/
browse/jswe/-char/ja/）上で公開される。
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投稿および論文査読プロセスについて

1．　本誌は以下の 6 種類の原稿を受け付ける。
　　研究論文，ノート，技術論文，調査論文，総説，討議
2．�　投稿に際しては，「水環境学会誌」原著論文編投稿要領を参照のこと。この投稿要領は水環境学会誌に随時

掲載される以外に，公益社団法人日本水環境学会のホームページ〈http://www.jswe.or.jp/〉からダウンロー
ドすることができる。

3．�　論文の査読は当該論文の対象とする分野の専門家，最低2名に依頼する。これらの査読者の評価をもとに原
著論文編集部会が審査をおこなって，修正依頼や掲載の可否を決定する。
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